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増設雑固体廃棄物焼却設備の進捗状況について

増設雑固体廃棄物焼却設備の系統試験（乾燥焚運転後の炉内点検）にて、ロ
ータリーキルンシール部（入口側、出口側）の回転部摺動材に、想定を上回る
摩耗を確認

現場調査の結果、原因は、下記の2点と推定
１．ロータリーキルンの軸ブレで摺動面が局部当たりとなり摺動材の摩耗を加速
２．固定側の摺動面合わせ部の段差により、回転側摺動面の摩耗を促進

上記原因を踏まえ、ロータリーキルンシール部の構造を、以下の２つのシール
構造のいずれかに変更する。尚、どちらのシール構造とするかは、今後、社内
の設計レビュー等を経て決定する

・遊動フランジシール構造（スライド３参照）
・カーボンシール構造（スライド４参照）

これにより増設雑固体廃棄物焼却設備の竣工時期は、2022年3月に見直す
（上記のどちらのシール構造であっても工程は同程度の見通し）

（参考）今後の工程
・2021年 4月～2021年9月 ：見直し後のシール構造の設備設計・製作
・2021年 8月～2021年12月 ：現地工事（既設設備の撤去、新規設備の取付）
・2021年12月～2022年3月 ：系統試験、コールド試験、ホット試験等
・2022年 3月 ：設備竣工、運用開始
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事象の原因

押付けバネ 摺
動
面

キルン
固定部

キルン回転部

回転側フランジ
(キルンに溶接固定)

固定側フランジ
(キルンには固定さ
れていない)

摺動部伸縮継手

：固定側
：回転側

摺
動
面

キルン
固定部

キルン回転部

回転側フランジ【原因１】
(キルンの軸ブレにより摺
動面がキルンと一緒に傾
き局部当たり)

軸ブレした状態軸ブレしていない状態

運転負圧範囲

固定側フランジ【原因２】
(摺動材を固定するﾌﾗﾝｼﾞ
を現地溶接により組付けた
ため摺動面合わせ部に段
差が発生)

伸縮継手

押付けバネ

運転負圧範囲

現場調査の結果、原因は、下記の2点と推定

原因１：ロータリーキルンの軸ブレで摺動面が局部当たりとなり摺動材の摩耗を加速

原因２：摺動材を固定するフランジを現地溶接により組付けたため、摺動面合わせ部に段差
が発生し摩耗を促進

⇒原因２については、現地溶接をやめボルト組付けすることで解消可能

空気の流れ 空気の流れ
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遊動フランジシール構造

・回転側フランジと固定側フランジの間に遊動フランジを追加
・回転側フランジにアームを付け、これを遊動フランジの穴に差し込み遊動フランジを回転
⇒回転伝達アームの傾きは、遊動ﾌﾗﾝｼﾞの穴の隙間で吸収される
・遊動フランジを、キルン固定部から押付けローラで固定側に押付けながら回転させる
⇒固定側はキルンの軸ブレの影響を受けないので、片当たりすることなく円滑に摺動

遊動フランジ

押付けバネ

摺
動
面

キルン
固定部

キルン回転部 回転側フランジ
（キルンに溶接固定）

摺動部

：固定側
：回転側
：回転遊動部

キルン
固定部

キルン回転部

軸ブレした状態軸ブレしていない状態
固定側フランジ

（キルン固定部にて固定）

ﾌﾗﾝｼﾞ受けローラ

回転伝達アーム
（回転側フランジに固定、
遊動フランジの穴に差
込まれており、回転力
を伝える）

伸縮継手

摺
動
面固定側フランジ

（キルンの動きの
影響はなし）

回転伝達アーム
（キルンと一緒に傾く）

運転負圧範囲

回転側フランジ
（キルンと一緒に傾く）

押付ﾛｰﾗ

押付ﾛｰﾗ
（遊動フランジを固定側
に押付けながら回転）

伸縮継手

運転負圧範囲

遊動フランジ
(回転伝達アームの傾
きは、穴の隙間で吸収
し影響を受けない)

ﾌﾗﾝｼﾞ受けローラ

空気の流れ空気の流れ
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カーボンシール構造

押付けバネ

摺動面

キルン
固定部

キルン回転部

回転側フランジ
（キルンに溶接固定）

：固定側
：回転側

キルン回転部

固定側フランジ
（キルンには固定されていない）

当て板円筒
（回転側フランジに
ボルトで固定）

キルン
固定部

固定側フランジ
（キルンの動きの影響はなし）

当て板円筒
（キルンと一緒に傾く）

回転側フランジ
（キルンと一緒に傾く）

運転負圧範囲 運転負圧範囲

軸ブレした状態軸ブレしていない状態

・摺動面は、キルン側面に対し垂直から平行へ見直し
・回転側は、回転側フランジに当て板円筒を設置し、
平滑な摺動面を形成
・固定側は、摺動材(カーボン)を円周方向に30分割し
外周側から摺動材を個々に押付バネで押付け
⇒摺動面の傾きは、個々の摺動材の動きで吸収
・分割した摺動材の合わせ部の隙間は、パッキンでシ
ールし、抑え板にて外周側からバネで押付け

空気の流れ

押付けバネ

空気の流れ

カギ型合わせ部含め
摺動材上端の隙間は
パッキンにてシール

（摺動材を上面から見た平面図） 摺動材ズレ止め

個々の摺動材がキルンに合せて動く
（中央押付部は先端をボール押え）

固定側
摺動材

合わせ部
シール用
バネ

摺動材
押付用
バネ

抑え板

上面ｼｰﾙ用ﾊﾟｯｷﾝ

固定側摺動材 固定側摺動材
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【参考】現状のシール構造と見直し後のシール構造

現状

遊動シールフランジ構造 カーボンシール構造

キルン回転部

キルン固定部

伸縮継手
回転側フランジ

固定側フランジ

押付けバネ

キルン固定部

押付けバネ

摺動面

押付ローラ
フランジ受けローラ

遊動フランジ

固定側フランジ

回転側フランジ

伸縮継手

キルン固定部

キルン回転部 キルン回転部 回転側フランジ

回転伝達アーム

固定側フランジ

押付けバネ

当て板円筒

合わせ部
シール用バネ
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